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一、
問題点
の所在
黄道周と
沙孟海
書法審美範疇語
〈逍媚〉
をめ
ぐっ
て
書の
美しさ
を評する用語に〈
逍 媚 〉
がある。
稿者
は既
に
(1) 
「書法審美範疇語
〈 逍
媚〉
考 」
において、
歴代
書品
論に見
える〈
逍〉〈
媚〉〈
遺
媚 〉
字 術語それぞれの用例
を検
討
して
「 〈
逍 媚 〉
術語形成
過程
医 」
に整理し、
魏晋
から初
唐では王
(2) 
義之の
書の称
賛に、
盛唐
から
晩唐
では
筆力〈
遣勁〉
と姿
態
〈 妍
媚 〉
によ
る
伝統書法の批評に、
｛木
代以降は〈
逍勁婉
熟〉
と〈
柔 媚
円
熟〉
が融
合した
顔真
卿の
書の称
賛に
用いられる
ことを論
証し、〈
逍 媚
〉は
「力
強く
ひきしまった
美しさ
（の
書）
」
であると定
義し
た。
この〈
逍 媚 〉
を「書字自以逍媚為
宗」と書の
要諦
と考え
た人
に明未
清初の黄道周
(-
五八
五S
一
六四
六）
がおり、
その
黄道周を「明
季書人
第一
」と高く評
価し
た人に沙孟海
（一
九O
OS九
二）
がいる。
小稿
では沙孟海書
《逢
録悦
会
(3) 
鼎 手
跛》
など
を手
懸りにして、沙孟海
（以下
、沙老と記
す）
が何故
に
黄道周を「明
季書人
第一
」と高く評
価したのかを
考察
してみたい。
すなわち黄道周が
提示し
た〈
遣 媚 〉
を沙
老がどの
ように受け
止めていたのか、
言いかえれば、
明末
から現
代に
おける〈
逍 媚 〉
に対する一
歩
進めた
考察を行う
ものである。
二、
沙孟海書
《逢録慌会鼎手祓》
縦四
Ocm
x横
一三
六
emの本書
跡は、
癸 亥盛
夏(
-
九八
三
）
に沙老
（書
写時八四
歳）
から
稿者の
留学修
了記念に
頂戴
し
た墨
宝
で、次
のABC三
つの段落から構成されている。
（傍
線 、
傍点お
よび
英
数字
・丸
数字は
稿者が
付す、
以下同じ。）
A黄
夫子
嘗興先文
正論書
法曰、「字以遺媚為宗、
加以
淵
深、
不
墜桃靡
、
便足
上流。
衛夫人
稲右軍
書、
惟云
洞精
筆勢、
逍 媚 逼人而已
゜
虞栴而下、
筆意偏往。
凡人
オ姿
河内利治
(70) 
屯丈ふ
ル
ti
¢釜
t
じ曰名
T
認もク
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と
他戌
位
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牧広
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"人
・Sif 4
:
t
焚
11 ぷ
唸人
e
tf
打「
TR
い
不逮
輛祗前人
為軟美
、
可歎
也。
」縣
此観
之書
法、
自以
迎
卿繭
字為
断
。
沙老が、
黄道周と
悦
元瑞
が
書を
論じ
た一
文
を
抄録して、
黄道周は〈
逍 媚 〉
二字に
基づ
いて書を判
断していると考
え
る一
段である。
よってこの一
段は沙老の
黄道
周観を端的に
示す
重
要な文章
である。
学問の師である
黄道周
先生
は嘗
て先
父悦
元蹄
と書法を
論
じた文章
に、「
字は
逍勁
で柔
媚な
風格
が要
諦
であり、
さら
に雄
渾
で深
みと
厚みが
加われ
ば、
軽く上
滑りな
弱
々しさを
免れ、
そうしては
じめて一
流
（の
美
の境
地
）
に達
すること
ができる。
衛夫人は王
義之の
書を
称賛
して、
流利
精妙
な筆
勢があ
り、〈逍媚 〉
が人にせ
まってくると言った。
虞世
南や
猪遂
良以
降は、
筆意が
偏っ
ている。
そもそも人の
オ智
と容
姿
は
（王
義之に
）及
ばない
し、
しばしば
先人を
誹って「
軟美
(11柔
媚）
」
とみなすが、
嘆かわ いこ
とだ」と言っている。
（私
11沙老
は）
この一
文を
読むと、
黄道周が〈遁〉
と〈
媚〉
の
一
字に
基づいて書
を判
断されていることが解る。
以上が文意であるが、
冒 頭の
「黄
夫子嘗
与先
文
正論
書法」
(4) 
は次の「
与悦鴻宝論
書法
三 則 」
第一
則 を
指している。
①書字
自以逍媚為宗、
加以
渾深
、
不墜
桃靡
、
便足
上流
芙゜
衛夫人
稲右軍害
、
亦云洞精筆勢、
逍 媚 逼人而
已゜
虞猪
而芯
追奇露艶
、
筆意偏往、
屡見
蹂遥
。
頻柳
織
之、
援
文舞錐
、
千筆一意。
自此
以還
、
遂復顔撤
、
略不
堪観
。
才姿不
逮 、
乃祗前人、
以為
軟美
、
可暖
也。
宋時
不尚右
軍 、
今人
大軽
松雪
、
倶為淫遁
、
未得
―――口
詮
| | 内 閣文
庫 蔵
『黄
樟浦
集』
巻一
九‘
-＝
-B
頁
悦会鼎
（一
六――
-s
一七
0六）
は十
六歳
で諸生に補
せら
れ、
その後、
先父
悦
元瑯
(-五
九三
s
一六
四四、
謳文
正、
字玉汝
、
号鴻宝
）
の命
に従って黄道周に
学業を受けた。
そ
れゆ
え父が
亡くなった時、
師であり父の
畏友であった
黄道
(5) 
周先
生に「
悦
文正
墓誌銘
」の
撰書
を
頼ん
だの る。
悦会
鼎こそ、
黄道周と
悦
元蜀
の
二人の間
柄
を最
も
よく
知る人物
(71) 
で あ り、
二人の書跡を数多く見て
い
た人物である。
B然又
言、
「分奉已難
、
況乎兼檀゜
蓋逍
可學至
、
媚自姿生。
姿授千
天、
無法趨歩。
得一
取覇傑者、
弗貴也。
今従 晟
著権衡、
前為鍾太僻、
後為趙松雪、
位罹夫子角立其
間、
兄太博而弟松雪、
定不麗爾。」
悦会鼎が
〈逍
〉
と〈
媚
〉
を論じて、
それぞ
れに定義を下
し、
黄道周先生
を鍾縣と趙
孟
類の間に併握すると
みなす
一
段である。
（悦会鼎は
）
そしてまた言って
いる
。
「（
〈遁
〉
と〈
媚
〉
の
どち
らか
一方
を）
分けてとりあげるのは難し
いし
、
まして
両者
を兼ね
備えて自由
自在に筆を操るのはもっと
難し
い。
思うに
〈遺
〉
は学
ん
で修
めることができるが、
〈媚
〉
はそ
の容姿
から生まれるものである。
容姿は天よ
りの授かりも
の で、
歩み
寄る
すべが
無い。
筆勢がやたら強
いだ
け
の「覇
傑」は
尊重し
ない。
今の世、
最も権威のある者は、
先に鍾
縣がおり、
後に
趙孟頻
がいる
。
師の黄道周先生の書は、
そ
の中間に並
び立
つものである。
鍾絲を兄
とし趙孟
類を弟と
してそのあ
いだ
に位置づ
けることは、
必ずしも歪曲ではな
ぃ」
と。
以上が文意で あ る が、
前段は悦会鼎の
〈遁媚
〉
解
釈論になって
いる
。
後段の黄道周
を鍾縣と趙孟
類の間に並
び立つ
者と位
置づ
ける見解は、
①の「宋時不尚
右軍、
今人
大軽松雪、
倶為淫遁、
未得言詮。」を敷術するものである。
但し、
①では黄道
周が王
義
之の系統とし
て趙孟
顛を捉え
てい
るのに対し、
悦会
鼎には黄道周を
王義
之ではなく、
鍾
縣と趙孟
顛の間に並
び立つ
者と位
置づ
ける視点があり、
こ
の視点は従来見られな
いも
のだ
けに注目に値する。
確かに
伝来する黄道周の多くの楷書作品、
例えば東京国立
博物館
(6) 
蔵の楷書
《孝経》
には鍾絲の味わ
いが
色濃い。
加えて前段の
〈道
〉
と〈
媚
〉
を「逍
可 學
至、
媚自姿生。
姿授子天、
無法趨歩」と定義する
一
文も特筆す
べ
きである。
〈逍
〉
は学
ん
で修めることができる。
〈媚
〉
はおのずとその容姿から生まれるものである。
容姿
は天
よ り の 授 か り も の で、
歩み
寄る
すべが
無い。
このように
〈逍媚
〉
二字を分けて細かく定義する視点は、
これまた前例がな
い
か ら で あ る。
また筆勢がやたら強
いだ
けの「霧傑」は尊重しな
いとい
う指摘も首肯できる。
清の劉熙
載(
-
八―
―― -s
八一
）は
、
〈士
気
〉
と「
十二気
」を論じ、
〈士気
〉
が退ける
「十二気」の
なかに
〈兵気
〉
を挙げた
。
この
〈兵気
〉
と同義語をなすの
が〈
覇気
〉
ある
いは
〈殺気
〉
で あ る。
これは「勢
い激
しく
(7) 
過度に騎
横で、
突とした不穏の気」である。
覇者・
傑出者
には、
そのよう
な傲慢な筆勢が
あるとの見解である。
(72) 
総じて、
侃会鼎
の跛
文に見える〈
逍〉
と〈
媚〉
の定
義、
黄道周の位置づけ、「
覇傑」への見解は、
いずれも注目す
べき内容
を含んでいることを指摘しておきたい。
c
《黄
石齋壬申
元
日詩
墨迩》
富似悦鴻賓
者。
悦氏
子孫珍
蔵一
三 日
年、
今蹄
浙江省
博物
館 。
有
鴻賓
子會鼎手
跛 、
迄
録一
段、
奉胎
河 内 利治同
學 。
沙 孟 海年
八十四
゜癸
亥盛
夏゜
〔 沙
文若
璽〕
《黄
石斎壬申
元日詩
墨迩
》
の
伝来と落
款の
一段
である。
現在
浙江省
博物
館に収蔵される
《黄
石斎壬
申
元日
詩墨
迩》
は、
書
写時から
三 百
年を経て、
沙老が
賠長時
代に
悦
元瑯
の
末裔
から
寄贈
を賜
わったという。
この書
跡については、
沙老が
別の文章
で次の
ように書い
ている。
②黄
写
的
《壬申
元日
》六
首詩
墨迩
、
悦 元
瑯 身後落入
鄭居
之手
（其人字
硯鄭
、
不
詳姓名。
箋尾鈴
蔵印日
「察
氏書
印 」
、或即
其
人）
。
他配
上悦
元瑯
「痩雲肥雨
」
四大
字墨迩
、
合装
成冊
、
請悦
元瑯
之子
会鼎題一
篇長祓、
宝蔵着。
不
知何
年
、此冊
由侃
氏後人
収回
、蔵
子侃
氏宗
祠 。
三 百 年
来、
未曾出過
上虞
県境。
直到新
中国
建立之初、
悦氏
裔孫鄭
重地
捐
献浙
江省
文物
管理
委員会
、
今蔵
浙江省
博物
館 。
「悦
元瑯
、
黄道周書
翰
合
冊」 ー文
物出版
社
《書
法叢
刊》
第
一
五
輯・
一九
九
二年
第一期
／
上海
書画
出
版社
『沙孟海論書文集』
一九
九
七年収録
黄道周は
崇禎
五 年
（壬
申
・
一六
―― ――
-）
正月
、悦
元蹄
に
《黄
(8) 
石斎壬申
元日
詩畢
迩》
を書き
贈った。
これには、
悦 元
蹄の
四文字の
大きな
題字「
痩雲肥雨
」が巻首
にあり、
黄道周小
楷《
壬申
元日
詩》
の後に、
悦会鼎が題した一
篇の長い
跛文
がある。
上述
の
B「分挙已難、
…定
不謳
爾
。 」
はその
抄 録
である。
さらに沙老は次の
ように
書き
足
している。
③黄道周「書品論」
有一段
話
：
『… …
如欲
骨
力鱗
絢
、
筋
肉輔茂
、
俯仰操縦
、
倶不由人、
抹察
（襄）
掩蘇
（献）
、
⑬
望王
（薮
之）
違 羊
（欣）
、
宜無
如悦鴻宝
（
元瑯）
者。
但今
肘
力正
悼
、
著
気太渾
、
人従未解其
妙耳
。 』
黄道周
極賛
悦
元瑯
的造
詣
、
実際
上也
便
是他
提
出対書学的
旨趣
和 方
向。
這幾旬
話
値得重
視。
有明一
代能移説
這話的有
幾人
？清
代至
今能
移
理解
這話的有
幾人
？悦
会鼎
是侃
元
瑯之子、
拝黄道周
為師。
他在
本冊
跛
文説
：「
世以夫子
与先公
井
称。
先公
遺
過子
媚 、
夫子媚
過了遺。
同能之中、
各有
独
勝。
」又
説
： 「
今従
最
著者
権衡
、前
為鍾
太博（
絲）、
後為
趙松
雪（孟
頗）
、
位憐
夫子
角立其間、
兄太博而弟
松雪
、
定不諌
爾
。 」
歴史
上
根少人
給予
過黄、
悦 ―
一 家
書
同前
法的評価
、
偶有看到
、
也多少不中肯
（如
宋榮比黄道周
与虞世南
、
柳公権
）。
悦会
鼎親受父
、
師的薫陶
、
這些
話或者有分量的。
節録子此
、
供海内外書家参考。
右文中
の
「苔品論」
の該
当箇
所は次の通り
である
。
④行
草近推王
覺斯゜
覺覚斯方感
年
、
看其五十自化。
如欲
骨力燐絢
、
筋肉輔茂
、
挽仰操縦
、
倶不縣人。
抹察掩蘇
、
望王逢
羊
、
宜無
如悦鴻賓者。
但今肘力
正悼
、
著氣太渾
、
人従未解其妙耳゜
ー内閣文庫蔵
『黄禅浦集』
巻一
四
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B頁
沙老
は
この
「書品論」
の言葉を引
用した理
由を次
のよう
に書い
ている
。
「黄
道周は
悦元瑯
の書の到
達し
た境
地
（造
詣）
を激賞し
ている
。
これは
実は
、
黄道周
の書
学に対す
る
意圏
（旨趣）
と目
標
（方向）
を提示し
ている
。
この
言葉
は
注目に値し
よう
。
明代に
この
よう
に言え
る人
物が何
人いる
だろ
うか。
また
清代
に
この
ように
言える人
物が何
人いるだ
ろうか
」
と。
すなわ
ち沙老
は
、
黄道周
の書の到
達す
べき
境
地とし
て右
④
「書品論」
の一
文を把握し
ているので
ある
。
また沙
老は
、
悦会鼎
の跛
文
「世以夫子与先公井称。
先公
遁過子媚
、
夫子媚過子逍
。
同能之中
、
各有独勝。
」
と「
今
従最著者権衡
、
前為鍾太博
（縣）、
後為趙松雪
（孟
頻 ）、
位
置夫子角立其間
、
兄太偲而弟松雪
、
定不謳爾
。」
を引用し
て 、
侃会鼎
の見
解を賞
賛
している
。
そ
の理由は
、
「歴史上
、
黄悦
―
一家
の書を評
価す
る人は少
ない
。
偶然見
たも
のの
中に
は 、
いく
つか
首肯
しがた
いもの
があ
った
（た
とえ
ば宋
榮は
黄道周を虞
世南
、柳
公権
に擬え
ている
）。
悦会
鼎は
父の
薫陶
、
師の
薫陶
を受け
ており
、
この
言葉
に
はある
いは
重み
がある
かもしれない
」
から
であり
、
よって
「こ
こに
節録し
て
、
海
内外
の書
家に供した
い」
と結ぶ
ので
ある
。
波線部
は
Bの
後段
に引
用した跛
文であ
るが
、
③の
前段
の跛
文
「世以夫
子……
各有独勝」
は 、
「沙
孟海書
《迎録侃
会鼎手
跛》」
に見られな
い箇
所である
。
すなわち
、
「世
の中
では
、
師黄道周先生
と先父
悦元
瑯を併
称するが
、
父の
書は
〈逍〉
が
〈媚〉
より
も多く
、
師の
書は
〈媚〉
が〈
逍〉
より
も多い。
両者
とも
〈道〉
と
〈媚〉
を能くするが
、
それぞれ
に勝
れると
ころ
がある
」
と
の見
解は
、
沙老が指
摘する通り
、
「こ
の言葉に
はあるい
は重み
があるかもしれな
い
」
もので
ある
。
というのもB
の前段
の
〈逍〉
〈媚〉
の定
義
と併せ
ると
、
「重
みのある
」
〈逍媚〉
比較論
にな
っ
ている
と言
えるからで
ある
。
以上
から
、
ABC
三
段‘
①S④
の文
章お
よび悦
会鼎
の跛
文を
合せ
て考え
ると
、
核心
は次
の三
点にな
ろう
。
(74) 
沙老はなぜ
このよう
に黄道周を
重んじ
、
〈遁媚〉
を称賛
し、
悦会
鼎の跛文を節録さ
れたのであろうか。
その
理由は
、
若い頃に執筆さ
れた文章に、
既に説かれている。
一九
二八
年に脱稿し、
一九
三0
年『東方
雑誌』第二七
巻
第二号に発
表した 論 文 「
近三
百年的書学」に、
黄道周の書
に対する先見的な観点が提示されている。「近三
百年的書学」は
八
節からなり、
その第
三節
「帖学
以晋唐行草小楷為、
王」
では、
(A)
二王
の範囲内で活
動を求めた董其昌、
王鐸
等、
(B)
二王
以外に別の道を切
り拓いた黄道周、
悦元瑯、
沈曾植
に分か
れる、
と論じている。
⑤黄道周、
字幼平、
一字
幼玄、
号石
斎、
福建樟浦
人、
官
礼部
尚書、
武英殿大学士、
論忠烈。
明季書家、
可以奪
三、
沙老
の黄道周に関す
る文章
i「
与侃鴻宝論
書法
三則
」第
一則
から、
黄道周の書の要
諦が
〈選媚〉
にあること。
廿《
黄石斎壬申元日
詩墨迩》
の悦会鼎
の跛文から、
黄と
侃は生前より併称され、
両者とも
〈逍〉
と〈
媚〉
を能
くするが、
それぞ
れに勝れるところがあること。
また
黄を鍾縣と趙孟
頻の間に並
び立つ
と位罹づ
けること。
出沙
老が
これらの見解を激賞し、
踏襲していること。
玉鐸
之席的
、
ロハ有黄道
周。
黄道
周学問品格
、
皆第
一
流。
他対子書法、
要在
二王
以
外兄辟
一条路径出来。
他
大約看厭了
千余年来陳陳相因的
字体、
所以
会発這人ー弘
應。
我佃看了鄭
拘的「書法流
伝図」
、
便見到羊欣、
王
僧虔
一
下的
歴代許多書家
都是王義之
一本
相伝的。
王競
之的字、
直接受自衛家、
間接是学鍾縣的、
図中対千鍾
縣系下、
除却他的
児子利外甥外、
更没有嫡伝
的人。
黄
道周便大
胆地去遠師鍾
絲、
再参入
索靖的草法。
波礫多‘
停蓄少
．，
方筆多、
円筆少。
所以他的真書、
如断崖蛸壁、
士花斑駁
．，
他的
草書、
如急淵
下流、
被咽危石。
前此書
家、
悧没有這人ー奇
景罷゜
ー 上
海書画出版社『
沙孟
海論書文集』
一九
九七年
こ の
一文の後段では、
黄道周の書は「王義之から別の道
を切り拓き、
……
大胆
に鍾絲、
索靖を遠く師と仰い
だ。
波
傑が多く、
停留が少ない。
方筆が多く、
円筆が少ない。
そ
のため楷書
は断崖絶壁で苔
むすかのように古
色蒼
然とし、
草書は急流
が直下し
水し
ぶき
に岩石が咽
ぶ
かのように力強
い筆勢である」
と 論 じ、
その用筆法と書法美を指
摘している。
その後、
一
九七
三年
に書かれた「黄
石斎商刻経
義手札冊
跛」は、
「書品論
」と「与喬
柘田
尺韻」の宋榮と沈曾植の
詩を引用して、
沙老自
身の見解を
示すものである。
(75) 
⑥石斎与侃鴻宝、
王覚
斯進士同
年、
在翰
苑相約学書、
各
有成就。
石斎著「書品論」有
云
：「
行草近推王
覚斯゜
覚斯方盛年、
看其五
十
自化。
如欲骨力鱗詢、
筋肉輔茂、
挽仰操縦、
倶不縣人。
抹察掩蘇、
望王
逢羊、
宜無如侃
鴻宝者
。
但今肘力
正掠
、
著気太渾、
人従未
解其妙
耳。」
余観石斎称鴻宝
数語、
正是
自薪覇。
骨力
四句、
尤関書
学旨要。
卒其所詣、
遂為明季書
人第
一、
非偶然芙゜
ー上海書
画出版社
『 沙
孟
海論書文集』
一九
九七年
•••••••
• 
⑦沈
乙窟題
石斎与
喬柘田手
札詩
．． 
「筆精政爾参鍾索、
虞
••••••
•••••••
••••
••• 
柳擬焉将不倫。
微意
祗応鴻宝会、
《擬山園帖》
亦何人
（自
注：
漫堂
擬虞柳、
非也
）。 」
従来評石斎
書、
無如此詩允
櫃、
故憶録之。
1同前
⑥の波線部は、
③および
④に引いた箇所であるが、
注 意 す
べき
は、
それに続いて、
沙老が
「私は黄道周が悦
元瑯を称
賛する数
語を観て、
これこそ正に（
黄道周の
）
載需（
理想
・
志向
）
であると考える。
骨力の四旬
は、
もっとも書学の要
旨に関わっており、
その到逹した境地を、
明季書人の第
一
とみ
な
すことは、
偶然
ではない」と断言している点である。
すなわ
ち「骨力鱗詢、
筋肉輔茂、
挽仰操縦、
倶不絲人」
の四旬が
、「もっと
も書学の要旨
に関わっている」という
点である。
(9) 
「骨力鱗
詢」とは、
「骨力」
が重
厚で幽深な味わいがある
ことをいう。
「筋肉輔茂」とは、
「筋」と「肉」が互いに助け合って充
実感があることをいう。
「挽仰操
縦」とは、
運筆を自由
自在に操ることをいう。
「倶不縣
人」とは、
上記
三句
がす
べ
て他人
に由
るもので
はないことをいう。
この
四旬を
まとめると、
〈骨力〉
をしっかりと
重厚
にし、
〈筋肉〉
でそれを
充実感が
あるように
輔佐し
、
それ
を自由
自在に運筆して、
それらが他人の書法に由らないようにす
る、
ということになる。
言いかえれば、
「骨力隣絢
、
筋肉輔茂
、
挽仰操縦
、
倶不
絲人」の
四旬は
、「字
自以逍媚為宗、
加以渾深
、
不墜桃靡
、
便足上
流」の実
践的解釈で
ある。
なぜ
ならば、
「骨力鱗絢
、
筋肉輔
茂」と
「字自以
遁媚為宗
、
加以渾深」
、
そして「挽
仰操縦、
倶不縣人」と「
不墜桃靡、
便足上
流」と
が呼応す
る と
みな
せ
る か ら で あ る。
そもそも「骨力」
と「筋肉」
は、
人が
〈逍媚〉
と感じる書
の根本要素で
あ り、
それに
「淵深
（雄
渾な
深み
）」
が加われば
「輔茂」
できるのであり、「桃靡」
に墜
ちな
いように
「挽仰操縦
」すれば、
「倶不縣人
」にし
て「便足
上流」になるからである。
(76) 
さらに
一
九八0年に書か
れた
「我的学
書経歴和体
会」
で
は一
―0
代に黄
道周
の書と出
会っ
たこと
が回
想され
ている
。
⑧看到神州国光社等処影印的黄道周各
体書
、
也多用方筆
、
結字尤新奇
、
更合
我胃口
、
我就放棄王
右軍旧体
、
去学
黄道周。
…
…廿三歳
、初
冬到上海
、沈
子培先生
（曾植）
剛去世。
我一
向喜愛他的書跡
、
為其多用方筆翻転
、
詭
変多姿。
看到他
《題黄道周書讀詩》
（即題
《与喬柘
田
．．．．．．．
．．．．．．． 
尺贖》
詩）
：
「筆精政爾参鍾索
、虞
柳擬焉将不論。
」（
宋
榮旧
跛説黄字似虞世南
、
柳公
権）、
給我極大啓発
、
由
此体会到沈
老作字是参用黄道周筆意
上糊魏
、
晋的。
我
就進
一
歩去迫黄道周的根
、
直接臨習鍾縣
、
索靖諸帖
、
井且
訪求前代学習鍾
、
索書体有成就的各家字迩作為借
鑑 、
如唐代的宋備
、
宋代的李公麟
、
元末的宋克等人的
作品
、
都曾臨習取法。上海
書画出版社
『沙孟
海論曹文集』
一九
九七年
文意
は次
の
通り。
神州国光社等が
影印
する黄
道周
の各
書体
の書も
、
方筆
を多用し
、
結字
はとり
わ
け新奇
で
、
さらに私
の好みに合う
ので
、
王義之
の旧
体を学ぶ
ことを
放棄
して
、
黄道周を学
び始めた。
……二三
歳
の初
冬に上海に行くと
、
沈曾植先
生が世
を去られた
ばかりで
あった
。
私はず
っと
沈
先生
の書
跡が
好き
で
、
それ
は方
筆と翻
転を多用し
、
字形が
変化
に富
んでいる
。
沈先生
の
《題黄道周書贖詩》
（《与
喬柘
田尺
贖》
の題
詩）
に
「「（
黄道周
の）
筆は精
緻で正し
く鍾絲
、
索靖
をまじえており
、
虞世南
や柳公
権に擬
えるの
は論
ずる
までもない
」
（宋発
の旧
跛に黄
の字を
虞世南
、
柳公権
に擬
える
）
とあり
、
極め
て大きな啓
発を
受け
、
この
こと
から
沈
先生
の書は黄
道周
の筆
法の上に
、
魏晋を
まじえ
ている
を感じと
った
。
私はさら
に黄
道周
の根
源を迫
いかけ
、
鍾縣
と索
靖の
諸
帖を
直接臨書
し
、
あわせ
て歴
代
の鍾
縣と索
靖
の
書体を学
習し
て成
功した各
家
の書跡を手
本と
した
。
例えば
唐代
の
宋僧
、
宋代
の
李公麟
、
元末
の宋
克等
の作品は
、
すべ
て臨
書し
て筆
法を取
得した。
まず好き
な曹
、
沈曾植が前提
とな
って
いる
こと
が解る。
それは
用筆
、
字形か
ら直感
的にもたらされ
、
その
直感
（美
的経験）
を裏づ
け
る文章
（沈曾植
の
祓文）
と出
会う
ことに
よって
、
黄道周
へ
の嗜好
が強まり
（美的態
度）、
黄道周
の
筆意
の
「根
（根
源・拠
って
来た
ると
ころ
）」
を求め
るため
に鍾絲
、
索靖
へと
遡り
、
さらに
鍾絲
、
索靖を
学んだ諸
家を
追究
した
、
という
学書
の方
法と経
緯が端
的に語られ
ている
。
すなわち
左
のよう
な流れ
である
。
沈曾植↓黄道周↓鍾縣
・索
靖↓宋僧
・李
公
麟．宋
克
軍要な
のは
、
単な
る嗜
好に留ま
らず
、
それを
高
めていく
た
(77) 
めの言葉「
（黄
道周の
）
筆は精緻で正
しく鍾縣、
索靖をま
じえており、
虞世
南や柳公権に擬え
るのは論ずるまでもな
ぃ」
と い っ た 曹 論 が
必要で
あり、
それを信じ確かめて行く
行為
（
美的実践・
美的
表現）
に あ る。
沙老
は稿者に
「沈曾植の七絶詩
（
右記および⑦⑧傍点部
）
は、
黄道周の書法批
評のもっとも妥当なものである」とお
っ し
ゃ
った。
この詩は墨迩の跛文であるのみならず、
黄道
周の書を総括す
るものであると言えよう。
四、
《黄石斎先生
尺贖真迩》
諸祓
伝来する黄道周の書跡は数多く、
序跛が書かれている書
跡も多く伝来している。
その
一
例として、
⑧の文章に見え
る上海商務印曹館
一九
二三
年影印
《黄石斎先
生尺贖真迩》
所収「与喬
柘田
尺贖」を採り上
げて
みる。
これには、
宋榮
（一
六
三五
S一七
一
四
、
字牧仲、
号漫
堂）、
何紹基
(-
七
九
九
s
一八
七三
、
号東
洲）、
張穆
(-
八0八S
一
八四
九、
号
石洲
）、
沈曾植
(-
八五
OS
一九
――
―-
、
号乙
窟）、
鄭孝肖
（
一
八六O
S
一九
三八）
といった大家が跛文を付している。
宋榮の政「今観諸札、
正書
甚勁、
渇筆復遁、
即専以書法
賞之。
亦当拮
抗虞柳。
」は、
黄道周の筆意
を虞世南
、
柳公
権に擬えているが、
沈曾植は
この説を疑い、
沙老は上述し
審美
たように沈氏の見解に賛成し、
宋説を否定している。
範疇
語としては
〈勁〉
〈逍〉
を挙げる
。
何紹基の跛
「余惟忠端書法根巨晋
人、
兼渉北朝剛勁
之中、
自成精熟、
迎非
文（
徴明
）、
董（
其昌
）
輩所敢望。
」は、
す
でに黄道周の書は晋人を基礎と
すると言っている。
審美範
疇語としては
〈剛勁〉
を挙げる
。
•••••••
•••••••
•• 
沈曾
植の詩跛「筆精
政爾参
鍾索、
虞柳擬焉将不倫。
微意
•••••
••••
••• 
祗応鴻宝会、
《擬山園帖》
亦何人。」は、
宣統庚申
(-
九
――
0)
八月の
作で、
審美範疇語は
見 ら れ な い が、「
（
黄道
周の）
筆は精緻で
正し
く鍾縣、
索靖をまじえており、
虞世南や柳
公権に擬えるのはおかしい。
侃元瑯だ
けがその微意を知っ
ており、
玉
鐸にもわかるまい」と喝破している。
鄭孝肖の
詩祓は、
庚申
(-
九二0)
冬至から七
日目に、「書
品論」の
言葉
などを
用いて作っ
た五十旬
からなる長篇の五
言古詩である。
忠端
多名迩、
可敬亦
可愛。
略観近人蔵、
此巻宜為最゜
東洲興石洲、
雨祓已
云備。
乙粛
為六詩、
逸韻朝奇騨゜
我観書
品論、
迂謹有殊致。
茂弘安
石間
、
逸少乃其次。
正坐書
掩名、
釣
t
等能事。
學中七
八乗
、
作書特末藝゜
登堪濶長
者、
曾不塀法意。
作書莫作草、
懐素尤為腐゜
君賓典明道、
不草究何凝。
時人
解章草、
黄謝
若小異゜
(78) 
雲 間
周思
兼、
獨往
檀妙詣
。
行草
推覺斯
、
未老
鋒猶鋭゜
未若
侃鴻賓
、
掩蘇当
抹察。
絹紳憚
小楷
、
率爾
超筆勢。
一札
才
四行、
大書
那足
貴。
又興鴻賓
曹、
持論主
遁媚゜
以此
牧所見、
言行責不背。
昔嘗賭椿頌
、
椅抜
有古味
。
樟諏興千
文、
天壌
或
猶在。
善書
轄其書、
小技
故可婉
゜
荊公
賦顔
碑、
語意絶
相類。
吾生
無
死所、
鍮活
視前
輩
。
猶期 樹名
節、
何用
托文字。
詩意は次の通り。
黄道周には名
跡が多く、
それらは尊敬し
愛惜すべきものである。
近
煩の収 蔵
品 を
だいたい見たが、
この
巻き物を
最上
とすることができ
よう。
何
紹基と張
穆の
二人の
跛文が、
すでに言い得ている。
沈 曾 植は
六首
の詩
を
作り、
すばらしい味わいは
益々奔
放
である。
私（
鄭
孝肖）
は「書
品論」を
読むと、
謹直
で
殊の
ほか趣がある。
「王
導
と謝
安のあいだに位置し、
王義
之はその次である。
坐を
正
し（
礼節
を重
ん
じ）
て、
書がその名
声
を覆
い隠し、
釣りや
狩などが
得意である
（こ
との方
伝わる
）。
それらは学問
上の七
番
か八
番
の些
事であり、
書を
書くことはそのなかで
も末芸である」という。
どうして書に長
じる者を
汚し、
筆
法や
筆意
が解らないことに
耐えられ
ようか。
書を
書いても
草書
を書いてはならない。
懐素
はもっとも
ひどい例
である。
司馬光
と程
願は、
草書
にどの
ような
弊害
があるかを追究し
(
10
) 
なかった。
今の人は章草
を理解しても、
黄道周と
謝肇剃
が
やや異なるとする
ぐらいである。
董其昌は
ひろく思い
兼ね
、
絶妙
な境
地を
独り
占めした。
「行草は王
鐸を推
奨する。
ま
だ老
いていないのに
筆鋒が
鋭い。
（王鐸
は
）悦
元蹄
に及ばず、
（悦
元瑯
は）
蘇献
や察
襄
を超
えている」ともいう。
官僚
た
ちは
小楷
を嫌
い、
思うがまま
筆勢を
追い
かけている。
一通
の手
紙はわずか四行、
大字は珍重するに
足
らない。
また
「侃
元瑯
に
送っ
た手
紙では、
論を
立てて〈
逍
媚〉
を主張してい
る。
」これらのことから見てきたもの
を考えると、本
当に
（
黄
(n) 
道周は
）
言行が
乖離
していない。
かつてその「
椿頌
」を見
たが、
才能が
傑出
していて古
味が
あった。
「樟
識
」と「
千
(12) 
字文」は、
この世にまだ
有るのだろうか。
書を
善くする者
はその書
を
軽んじるし、
小技はことさら
恥じ
るもの。
王安
(13) 
石が
顔
真卿
の碑
拓
を詩に詠
じたが、
語意が
とても
よく
似て
いる。
わたしには
死に
場所が
ない、
愉快に
暮らして
先人と
比べ
よう。
名節
をうちたてるの
に、
どうして文字に
託す
必
要が
あろうか。
本詩
は一
見して、
鄭孝晋
が黄
道周の
占論を
熟読
していた
ことが
よく解る
詩である。
「又
与鴻宝
書、
持論主
逍 媚 」
の
旬は、
冒 頭に
引用した沙孟海書
《追
録悦
会鼎
手跛
》
Aすな
わち「
与悦
鴻宝
論書法
三則」
第一
則の
①に
他ならず、〈遁
(79) 
《迄
録侃
会鼎
手跛
》
は、
沙老
自身が
黄道周の書
を如
何に
理解しているかの研究史
料で
もあった。
というのも、
黄道
周の書論にある〈
遺 媚 〉
を要
諦
とする
箇所
を書
写し、
悦 元
瑯の長
子侃会鼎
の
跛語の〈 逍 媚 〉
の定
義を
抄
録するのみな
らず、
同時に沙老が
追究した
黄道周から
鍾縣
・
索靖
を基軸
とする
章草の
風 趣
がある
書跡
でもあるからである。
言い換
えれば
黄道周が
要諦
とした〈
逍 媚 〉
が、
沙老個人の美意識
(14) 
の基
盤となって表
現されていると考えられるからである。
沙老は
黄道周を、
書道史の観点から
一
一王とは
別
系統の道
を切
り
拓き、「明
季書人
第一
」
と高く評
価
したが、
それは
単な
る史
実の指摘に
留まらず、〈
逍媚 〉
を風
格の
基盤
とす
る別
の書法審美
の系
譜
を切
り
拓いた
からでもあったと言え
よう。
最後
に、
現代
の
西洋
美学
には、
1ポスト
分析
美学、
2多
元化文化
主義
、
3マ
ルクス
主義
と文化批評、
4実用主義
芙
学の四つの
基本的
傾 向
があるとされるが、
1ポス
ト
分析
芙
五、
小結
媚〉
を論
じたことに
焦点を
当てて作
句さ
れている。
波線
部
は「書
品論」
からの引用であるが、
見方
を変えれば、「書
品論」を
基本に
他の
害論を
加えて作詩し いるとも言える。
学の
重要
な問題が
「
何が
美学
であるか」ではなく、「
美学
(15) 
は何
ができるか」
にあるとする考
え方は、
東アジア
の書
美
の探
求 、
解明にも
当てはまろう。
すなわち「書法
美学
（書
法審美
）
の研究は
何ができるか」である。
本稿
はその
よう
な観点から考
察を行
ってき
た。
今後も
美学の
視点から書を
分析したいと考
えている。
注
(1)
拙稿
「書法審美範疇語
〈遺媚〉
考」
書学書道史学会編
『書学書道史研究
10』
五七頁1七
四頁、
二
00
0年九月三
OH
発行所収
。
その
後
『書法美学
の研
究』
四九頁
1
10
二頁
、
汲
古書院、
二
00
四年六月発行
に収録し、
「寄法審芙苑峙語
II逍
媚“
考釈」
『漢字書法審美範疇考釈
』
四一
頁1九0頁
、
上海
社会科学院出版社、
二0
0
六年五
月発
行に
も収
録した。
(2)
〈逍媚〉
の初出は
何延之
『蘭亭記』
の
「蘭
亭……
、
逍媚勁健、
絶代更無
。」
である
。
(3)
本稿
は平
成二
三年二
月九日に
川越女子裔等学
校に
おいて
開
催され
た埼玉
県高等学校書道教育研究
会における
講演
「書法
の美
意識
沙孟海と黄
道周
の〈
遺媚〉
をめぐ
っ
て」
を基に
加筆訂正
したもの
である
。
また本
稿に先
立ち次の三篇
の文
章
を発表し
ている
。
1「
緬懐導師沙孟海」
《「
百年名社
・千
秋印学」
国際印学
(80) 
研討会論文集》
三九五頁
s
四00頁
、
西治印社出
版社、
ニ
00三年
一
0月
。
2「
恩師沙孟海先生筆
《追録悦会鼎手祓
一段
》」
『大東文
化大学紀要
〈人文科学〉
』
第四二号
、
一五
一頁
S一六
0頁
、
二0
0四
年三月
。
3「
沙孟海和黄道周
ー
〈逍媚為宗
・加
以渾深〉」
浙江省書
法家協会編
《「
沙孟海論壇」
匿中国書法史学
国際学術研討会
論文集》
一九
三頁S
一
九九頁、
浙江古籍出
版社、
二0
10
年
九
月。
なお二0
10
年
の一年
間は
「沙孟海先生
誕
辰―
10
周年」
紀
念年で、
杭州を中
心
に研
討会
のほか
多く
の交
流活動や
展覧会
が開
催
された
こ
とを記し
ておきた
い。
(4)
拙稿
「黄
道周の書
論」
『中国文化』
漢文学会
会報48
号、
一九
九0
年所収参照。
(5)
拙稿
「悦
元瑯と黄
道周
応酬詩と墓誌銘を中
心
に」
『中国文化』
60号
、
―1
0
0二
年所収参照。
(6)
拙稿
「黄道
周獄中手書
《孝経》
考」
『中国文化』
59号
、
―1
00
一
年所収参照。
(7)
拙稿
「劉熙載
の書品論
（下）
〈力〉
〈気〉
字術語考」
『書法芙学
の研
究』
一六
七頁
s
二0
三頁
、
および
『漢字
書法審美範疇考釈』
一四
七頁S
一七
一
一頁
を参照さ
れたい
。
(8)
《黄
石斎壬申元日詩堤迩
》
は、
《楷書詩翰冊》
または
《侃元娩、
黄追周書翰合朋
》
とも呼
ばれている
。
《楷沓詩翰冊》
とする
の
は、
上海人民
芙術出版社
《芸苑扱英》
第一
八
期(
-九
八二年
十月
、
浙江省博物館蔵品特
輯号）
であり
、
沙孟海題字
《浙江
省博物館蔵品選》
も同じ
である
。
《悦元蹄、
黄道周書翰合冊
》
とする
のは
、
文物出版社
《書法叢刊》
第二五
輯
(-
九
八一年
三月
）
である
。
(9)
〈骨力〉
は精
神、
内面か
ら発す
る
「骨格
の筆
力」
であり
、
運
動性
を感じ
る表現
、
構成
の本
体である
。
〈筋肉〉
は〈
筋〉
と
〈肉〉
の相
対関
係によ
っ
て形
作られ、
運動性
を感じる表
現、
構
成の
要素
である
。
拙著
『書法美学
の研
究』
および
『漠字書法
審美苑麒考釈』
を参照さ
れたい
。
(10)
謝肇渕
(-
五六七
？
s-
六二
四？
）
は明
末の
学
者。
字は在
杭、
号は
小草斎、
福建長楽
の人
。
博学多オ
で
『五
雑組』
他を著わす
。
『小草斎集小伝』
には
「草書
は張
芝、
行書
は玉
義之
のよ
うだ」
と評
している
。
(11)
「棺頌」
は例えば故
宮博物院蔵
「熔頌巻」
（崇禎八年
・紙
本・
行書）
が伝
来する
（榮賓齋出版
『中国書法全
集56
黄道周』
一
九九
四年所収）
。
(12)
「樟識」
と
「千
字文」
はともに不
詳。
侯真平著
『黄道周紀年
著述書画考』
履門大学出版社
一九
九四年出
版にも見
えない
。
(13)
「呉長文新得顔公壊碑」
（中華書局
『宋詩紗』
一の
「臨川詩
紗」
所収）
を指すか。
原詩は古詩
で次
の通
り。
魯公之書
既絶倫、
歳久更為
所珍。
荒壇壊家朽崖屋
、
剥落風雨
埋煙
塵。
断碑敷尺
誰所得、
貼蓋
入紙完如新。
延陵公
子好事者、
拓取持寄
情相親。
六書築猫敷
雙改、
訓詰後世
多失員。
誰初妄
整妍興醸、
坐使學士
努骸筋。
堂堂魯公勇且仁
、
出遇
世難親鰹
(81) 
綸揮
嘔卓榮
又驚俗、
登亦以此誇
常民
。
但疑技巧有
天得
、
不
必勉強方
通神。
詩歌甘棠美
召伯、
愛惜蔽苗由
思人
。
時危忠誼
常恨少、
賓此勿復令埋埋゜
(14)
なお
〈逍媚〉
と類似する
〈剛健綱婦〉
を用い
て書を評す
る
場合が
ある
。
例えば姜寿田
「含剛健綱婦
為一
体
曽国藩的
者法芸術」
上海
冑画出版社
『書法』
ニ―
0三年二
月号、
二六
頁S
三0頁
がそれである
。
姜氏は
曽国藩
(-
八―
-s
­
八七
二）
の書を、
「そ
の書は沈
鬱雄挫、
骨力内
蘊にし
て逍媚を
失せず
」
と評
している
。
よって
、
〈逍〉
を
〈剛健〉
に、
〈媚〉
を〈
剃婦〉
に置き換え
て考
えること
も可
能であろ
う
。
とい
う
のも
「骨力隣絢」
にして
〈遺〉
になり
、
〈剛健〉
になり
、
「筋
肉輔茂」
にして
〈媚〉
になり
、
〈剃婦〉
になり
得
るからである
。
図示すれ
ば左の通
り。
〈逍〉
I
「骨力隣絢」
ー〈
剛健〉
＼／ 
〈遁媚〉
〈剛健剃媚〉
／＼ 
〈媚〉
ー
「筋肉輔茂」
ー
〈剃媚〉
さらに
〈剛健〉
と
〈銅婦〉
以外
にも
〈陽剛〉
と
〈陰柔〉
、
〈豪放〉
と〈
婉約〉、
〈沈着痛快〉
と
〈優悠不迫〉
を挙
げる
こと
ができる
。
これらに
つい
ては
門脇廣
文氏と
の共訳
「成復
旺著
・中
国人民
大学出版社
『中国美学範疇辞典』
引論
·
訳注」
大東文化
大学
『漢學會誌』
第四
十帷、
二0
0
一
年三月
、
一
六七頁所収
の「
闘」
および
拙稿
「美的
範疇と
「書」
」
大東文化大学人
文科学研究所報告書
『中国美学範疇研究論集』
第一
集
、
二0
一三
年三月
、
照された
い。
(15)
中国美学研究
班報告
「現代西洋美学
の四つ
の傾
向」
大
東文化大学
『人文科学研究所所報』
め17
、
二0
1
―年
三月
所収。
（大東文化大学）
10
一頁
所収
の
「中国美学範疇語体系圏」
を参
(82) 
